
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 0 5 11 3 6 1 1 4 5 0 0 1 0
2 * 0 3 5 10 1 1 3 1 2 3 3 3 1 0
4 * 1 5 1 2 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
12 * 0 1 4 11 2 2 4 2 5 7 0 3 0 0
18 * 1 3 1 3 2 2 0 1 0 1 0 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 2 6 2 4 0 0 0 0 1 1 0 1 2 0
14 0 0 0 8 10 3 8 4 3 3 6 1 0 0 1
99 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 1 2 0
4 18 27 52 11 19 15 9 16 25 5 7 4 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 * 2 3 3 7 0 0 3 0 3 3 0 3 0 0
7 * 0 1 8 15 7 10 1 0 2 2 9 3 0 0
9 * 0 0 5 6 5 6 3 1 4 5 1 0 0 0
13 * 0 0 1 2 0 0 2 1 0 1 1 0 0 0
25 * 0 0 2 4 0 0 2 1 6 7 1 0 0 1
5 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 1 7 14 3 3 1 1 2 3 2 1 0 0
14 0 0 0 1 4 1 2 1 2 1 3 0 0 0 0
26 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
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戦評
第1ピリオド、大体大は＃7武田を中心に攻めるが思うように得点に繋がらない、対して流科大は相手のミスを誘い速
攻で点を重ねていき、＃1藤原がアンスポーツマンライクファウルをもらい得点に繋げる。その後も、流科大はディフェ
ンスからの速い展開で得点を重ねる。大体大は＃7武田の個人技でブザービートを決め、15-17と流科大リードで第
1ピリオドを終了。
第2ピリオド、開始時に大体大＃12高崎のミドルシュートで同点にし、流れを掴んだかに見えた大体大だが、イー
ジーシュート等のミスが目立ち、流科大はそのミスをしっかり点へと繋げていく。それでも大体大＃7武田の１on１や＃
9芦江の合わせでなんとか食らいつき、39-32と流科大リードで前半を終える。
第3ピリオド、開始早々、大体大は＃7武田の合わせからのドライブや、＃25大槻の速攻で、対する流科大は＃14杜
の力強いリバウンドからのシュートやアウトサイドの思い切ったシュートで、お互い前半より激しさが増し点の取り合い
で、53‐61と流科大がリードする形で終了。
第4ピリオド、大体大は＃7武田のドライブや＃4打江の３Pシュート、＃12高崎のバスケットカウントで点差を縮めようと
する。しかし、流科大は＃12新宅の落ちついたミドルシュートや、＃14杜のインサイドプレイで、大体大に追いつかれ
まいと点を確実に決めていく。大体大＃7武田がエースの意地を見せるもあと一歩届かず、76‐77で流科大の勝利と
なった。
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